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第５次坂戸市一般廃棄物処理基本計画（案）に対する意見・提案とその対応 

 

募集期間：令和７年１０月１日（水）～１０月３１日（金） 

提出件数：２名（９件） 

 

【市民意見１人目】 

No. 頁 意見・要望・質疑・感想 対応とその考え方 

① 

 「ごみ減量に関する環境教育、啓発活動」について 

粗大ごみのページに、捨てる前に中古で売ろう。譲ろうと

呼びかけはあるのに、新品のものを買うのではなく、中古の

ものを積極的に譲ってもらおう、買おう。もし新品を買うと

しても中古市場で値段の付きやすい、捌きやすい。いわゆる

残存価値の高い商品を買うようにしよう。といった呼びかけ

がない。 

売買の流れとして、中古のものが売れなければ中古の買取

もないし、譲りたくても譲れない。 

また、壊れやすくて、場つなぎで買うような商品は、不要に

なったから譲ろうとしても誰も欲しがらない。 

つまり、残存価値の低い商品を買うのは辞めようといった

呼びかけを、本質的に考えるならするべき。 

若い世代には少なくなっているものの、中古のものは人の

リユース品を積極的に使おうという意識の醸成は、本市のリ

ユースの推進の課題であると認識しています。 

ごみ減量に関する環境教育、啓発活動を実施する際には、いた

だいた御意見を参考にさせていただきます。 
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念がある。おさがり。のような、宗教染みた考え方が未だ多

く、それを是正することが一番リサイクルにつながると思う。

※誰が使ったかわからない飲食店のお皿は使えるけど、中古

ショップの皿は買いたくない、といったダブルスタンダード

の是正の呼びかけなど。 

② 

 「ごみ減量化と資源化の推進」について 

ゴミ袋が市で指定しているにもかかわらず、１枚売りがな

い。そのため、スーパーやコンビニで、有料のレジ袋をわざ

わざ買ってゴミを増やしていると言っても過言ではない。そ

れを少しでも防ぐためにも１枚売りして、買い物袋の代わり

として使えるよう検討してほしい 

レジ袋の代わりに指定袋の 1 枚売りを実施している自治体・

事業者もあり、レジ袋の削減を通じたプラスチックごみ削減の

効果があることから、小売店における指定袋の 1 枚売りについ

て研究してまいります。 

 

【市民意見２人目】 

No. 頁 意見・質疑 対応とその考え方 

① 

P13 「ごみの分別区分」 

・リチウム電池等発火性危険物の収集方法の変更を知らず

に、以前の黄色の袋で出す人がまだまだいることを実感して

います。 

発火性危険物の分別や排出方法について、透明袋で排出する

よう周知、啓発を徹底してまいります。 

② 

P17, 

P29 

「ごみ排出量の推移」、「ごみの性状」 

・燃やせるゴミにしてしまわずに、いかにまだまだ使える資

源を回収し、モノの寿命、ひいてはヒト（坂戸市民）の健康

資源化やリユース事業を推進することで、「捨てればごみ、分

ければ資源」の意識を高めてまいりたいと考えております。 
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寿命も延ばすかがとても重要と考えます。 

③ 

P16, 

P32, 

P35 

「ふれあい収集」、「表 2-24基本施策の実施状況」、「表 2-24 

13④」 

・周知の必要性は共感の気持ちが大きくあります。 

市民 1 人 1 人が自分事としてとらえて行動に変化を起こす

為には、事業者との連携も不可欠（特に市内事業者優先が望

ましいと思う） 

・リサイクル・リユース可能な品目をより増やす、見直すこ

とで先の見通しが明るい坂戸市でい続けられると思います。 

ふれあい収集は、高齢者や障害者が生活する上で、重要な事業

と認識しております。福祉部門と連携しながら、支援が必要な

人に対し、収集が実施できるよう事業の周知をしてまいります。 

リユースやリサイクルの取組を推進するとともに、市民 1 人

1人に意識の向上を図り、循環型社会の形成に向けた取組を推進

してまいりたいと考えております。 

④ 

P23 「ストックヤード」 

・ストックヤードとして活用できるスペースが、西、東清掃

センターにまだあるのであれば、資源物取扱の種類を増やせ

ると良いのではないでしょうか？ 

 空きスペースを勘案しながら、種類を増やせるか検討してま

いります。 

⑤ 

P52 「環境教育の基本方針２，３」 

環境教育は最重要項目で、今生きる子供たちに少しでも早く

多くの視点から意識づけできる機会を増やすべきと考えま

す。 

環境学館いずみや、小中学校と連携しながら、引き続き環境教

育の推進に努めてまいります。 

⑥ 

P24 「表 2-17」について 

最下段、「リユース家具」の下に、「リユース〇〇」が増えま

すように。 

引き続き、リユース家具事業に努めるとともに、リユース事業

の展開を検討いたします。 

⑦  上記意見より、市民、団体、企業にとっての更なる SDGs へ イベントや出前講座を通じて、市民や事業者に対し、SDGs の
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の意識づけ周知徹底をする為に（市民アンケート結果ふま

え）３点を提案致します。（別紙有） 

①「SDGs循環フェスティバル」の開催 

②「出前講座」の開催強化（教育） 

③「効率的かつ市民が楽しく参加できる参加型リユース仕組

み作り」 

意識の醸成を図ることが重要であるため、今後の事業展開の参

考にさせていただきます。 

 

 


